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1 制御棒

7楠 重 条 イ牛 Ss地緩時 Sd地震時

動的加速度(叫(①
全引抜き

2.886 
1.285 

状 態 (1. 703) 

全挿入 i燃料集合体最大 @J口c:コ{刷 a:::::コ(注G)
状 量量

変{;):'~~)'/' ，③(削) (B:::コ(控")
動的加速度(G)ι 被覆管 2.122 1.285 

接合部:2.886 (1. 703) 
半挿入 被覆管:r::::::::J'制

状
態 燃料集合体最大 !よ接主被宰覆手合干害青管島E?宜主zE===コココ(出)

r::::::::J '注6)
変位(mm) 1 (t1Jlri[>g.~'削:l c:ヨ出B)) 

(主主 5}

鉛 直 |動的加速度(ω:② 0閣 〕 0.453 

①について

S s水平、動的加速度を 2828ガノレに設定された根拠は、また Sd 1 259ガノレ及び

括弧書き 16 6 9ガノレの意味と根拠は何か。

②について

S s鉛直、動的加速度 731ガノレに設定された根拠は、また Sd444ガノレの根拠は何

か。また、水平・鉛直比がわずか凹分の一程度である根拠は何か。水平 鉛直を 1: 1で

解析すべきではないか。

③について

燃料集合体最大変位が非公開なのはおかしいのではないか。

@について

同様に、燃料集合体最大変位も公開されないのはおかしいのではないか。

燃料集合体の最大変位40mmを超えると制御棒の挿入性は大きく遅れることが JNE

Sの振動台試験で明らかになっている。 40mmを超える限界点は何処にあるとみている
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2 制御棒クラス

タ挿入時間計算に

ついて

規定時間 2. 5 

秒を S5地震時に
は2.18秒とぎ

りぎりになるが、

とれでも過小評価

ではないか。地震

動解析を既往最大

のS51699ガノレまたは 1340ガノレで行えば、明らかに挿入時聞は大幅に遅れ、原子

炉停止に失敗することになるのではないか。
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3 蒸気発生器伝熱管の Ss応力評価解析

第 5-2表s，地震時の応力評価の慌要 (D十Ps.¥.s+MSAS十s，) (212) 
(単位 MPa (疲労評価を除く) ) 

次段膜応力強さ
次膜十 次曲げ応力強

一次十二次応カ強さ 疲労評師
さ

解析箇所
PL+Pb ur 

‘庄" P. 許容値 1珪，) P，十P.許容値 (/，主" 許容値 l垣" 許容値
評価点 評価点 評面点 +Q 評価点 十U(Ss)

最上段 最 t段 最上段 最上段

己竺
管支持 108 334 菅支持 317 147 管支持 531 (註'1 492 管支持 0.004 

板部 絞部 板部 板部

(注 1) 評価点は 解析箇所での評価のうち最も厳しい位置である(評価点については、第 2-2図を参照)回

(法 2) --(jz +二次応力強さが許容値を超えているので、疲労評価では係易弾塑性解析を持っている園
UI 供用状態 A及ひとBにおける疲労累積係数

U(Ss) : Ss地震時における疲労累積係数

許容限界値 N Asを超えている。失格ではないのか。振動解析で疲労評価(累積疲労

係数)の値が憧めて小さい理由は何か。

また、拘束条件下の二次応力との応力強さが許容値を超えている点は、管台付近か、そ

れとも触れ止め金具の位置か。応力集中点において減肉や未貫通欠陥があるこどを前提と

して、例えば全細管が最小肉厚 Fあったとしたら、何処まで応力強さは下がるか。

4 加圧器について
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加圧器逃がし安全弁の発生応力値がIVAsを超えている。失格ではないか。逃がし安全

弁用管台に亀裂が生じれば、一次冷却材喪失事故になる。また、それを止める手立てがな

い。(加j王法接続配管に仕切弁はない)

少なくても、 NAsを超えるように設備を変更するべきではないか。

また、次ページの表と上記の表の数値が異なる理由は何か。
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5 蓄圧タンク注入管台
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蓄圧タンクとは ECCS緊急、炉心冷却装置のうち蓄圧注入系(ホウ酸注入系)を構成する
設備である。安全t極めて重要な設備の注入管台が、 lVAsを超える応力評価値であり、
評価基準値を超えているのは欠陥である。耐震設計をやり直すべきである。

6 安全注入設備配管
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安全注入設備配管とは、どこのことを指しているのか、また、この応力発生値は具体的

にどのポイン卜において記録されたものなのか明らかにされたい。また安全注入設備配管

でNAsを上回る応力を生じさせているのは異常である。耐震設計をやり直すべきである。
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臨考

一次冷却系設備配管等
沼3--1表
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評価村主性描

主蒸気設曲配管

主給水註借配管
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原子炉に直接繋がる配管系で、 N Asを趨える応力発生値を記録している。この原発は

そもそも欠陥路であることが明らかである。およそ原子炉に直接繋がる配管系がssでIV
Asを超える応力を有すること自体、認められるものではないη
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